
令和４年度石川県保険者協議会 

（第３回） 

日 時 令和５年１月２７日（金）１４時～ 
場 所 石川県地場産業振興センター本館３階 

「第３研修室」 

次 第 

１ 開 会 

会長あいさつ 

２ 協議事項 

（１）令和４年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（精算案）

について                  （資料１） 

（２）令和５年度石川県保険者協議会歳入歳出予算（案）について 

（資料２） 

（３）令和５年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（案）に

ついて （資料３） 

（４）令和５年度作業部会への付託事項（案）について

（資料４） 

（５）その他
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全 国 健 康 保 険 協 会
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支 部 長 横 本 篤

全 国 健 康 保 険 協 会
石 川 支 部

企 画 総 務 部 長 井 上 智恵美

全 国 健 康 保 険 協 会
石 川 支 部

企 画 総 務 グ ル ー プ 長 長谷川 一 予

警 察 共 済 組 合
石 川 県 支 部

事 務 長 中 川 一 雅

金 沢 市
福 祉 健 康 局

医 療 保 険 課 長 松 本 尚 人

加 賀 市
市 民 健 康 部

保 険 年 金 課 長 北 村 茂 樹

か ほ く 市
健 康 福 祉 部

保 険 医 療 課 長 北 川 直 紀

穴 水 町 住 民 課 長 谷 口 天 洋

石 川 県 医 師
国 民 健 康 保 険 組 合

事 務 長 南 善 史

石 川 県 後 期 高 齢 者
医 療 広 域 連 合

事 務 局 長 小 﨑 隆 司

健 康 福 祉 部 次 長
兼 健 康 推 進 課 長

木 村 慎 吾 (欠）

医 療 対 策 課 長 高 橋 健 司
随行
　国保財政運営GL（主幹）
　　吉川　将生

石川県国民健康保険
団 体 連 合 会

常 務 理 事 大 畠 秀 信

《 オブザーバー 》

職　　　　名

理 事 齊 藤 典 才

副 会 長 千 田 恭 恵

副 会 長 藤 原 秀 範

会 長 田 中 弘 美

《 事務局 》

職　　　　名

医療対策課 主任主事 新 保 容 世

健康推進課 生活習慣
病対策GL（課長補佐）

酒 井 徳 子

事 務 局 長 小 嶋 一 彦

健 康 づ く り 支 援 課 長 茅 山 加奈江

健 康 づ く り 支 援 課
担 当 課 長

荒 木 早 苗

健 康 づ く り 支 援 課
担 当 課 長

奥 野 弘 之

石 川 県 保 険 者 協 議 会 出 席 者 名 簿

国 民 健 康 保 険
団 体 連 合 会

区　　　　　　分

共 済 組 合 保 険

石 川 県

備　　　考所　 　　属
氏　　　　名

委　　　員

氏　　　　名

所　    　　属

石 川 県
健 康 福 祉 部

健康保険組合連合会
支 部 等

全 国 健 康 保 険 協 会

国 民 健 康 保 険

氏　　　　名

後 期 高 齢 者
医 療 広 域 連 合

石川県国民健康保険団体連合会

石 川 県 栄 養 士 会

所　    　　属

石 川 県 歯 科 医 師 会

石 川 県 薬 剤 師 会

石 川 県 健 康 福 祉 部

石 川 県 医 師 会
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石川県保険者協議会設置運営規程 

（目的） 

第１条 石川県保険者協議会（以下「協議会」という。）は、石川県内の保険者

（高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７年法律第８０号）第７条第２

項に規定する保険者及び都道府県後期高齢者医療広域連合をいう。以下同じ。）

の加入者に係る健康づくりの推進に当たり、保険者間の問題意識の共有や、

それに基づく取組の推進等を図るとともに、石川県医療費適正化計画の策定

または変更、同計画の実施についての石川県への協力、石川県医療計画の策

定または変更に当たっての意見提出等を行うことを目的とする。 

 （事業） 

第２条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項について協議を行う

ものとする。 

（１） 特定健康診査等の実施、高齢者医療制度の運営等に関する保険者その他

の関係者間の連絡調整

（２） 保険者に対する必要な助言または援助

（３） 医療に要する費用等に関する情報についての調査及び分析

（４） 医療費適正化計画の策定及び変更に関し、保険者協議会において行った

調査及び分析の結果等に基づく意見提出

（５） 医療費適正化計画の実施についての石川県への協力

（６） 医療計画の策定変更に関し、保険者協議会において行った調査及び分析

の結果等に基づく意見提出

 （構成） 

第３条 協議会は、石川県内の次の区分からの推薦による委員をもって構成す

る。 

（１） 石川県を代表する者 ２名 

（２） 健康保険組合連合会支部等を代表する者 ３名 

（３） 全国健康保険協会石川支部を代表する者 ３名 

（４） 国民健康保険の保険者たる市町及び石川

県医師国民健康保険組合を代表する者  ５名 

（５） 国民健康保険団体連合会を代表する者 １名 

（６） 共済組合支部を代表する者 １名 

（７） 後期高齢者医療広域連合を代表する者 １名 

２ 協議会は、医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会及び栄養士会を代表

する者、学識経験者並びに企業及び大学等の関係者等の参画及び助言を求め

ることができる。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合は、第３条に掲げている区分の組織が推薦書を提

出し、推薦された委員が従前の職務を行い、任期は前任者の残任期間とする。 
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（運営） 

第５条 協議会には、会長１名、副会長２名及び監事１名を置くこととし、委

員の中から互選する。 

２ 会長は協議会を代表し、会務を総括する。 

３ 会長に事故あるときは、副会長がその職務を代理する。 

４ 監事は会計監査及び業務執行状況を監査し、定期的に監査報告を行う。 

５ 会長、副会長、監事が任期途中で退職又は辞任した場合は、互選に関わら

ず後任者が従前の職務を行うものとする。また、任期が満了した場合は、後

任者が就任するまでは、任期が満了したと同時に退職した者以外については、

前任者が従前の職務を行うものとする。退職者の職務については、会長又は

副会長がその職務を行うものとする。 

 

（会議） 

第６条 協議会は、必要に応じて会長が召集し、会長が座長となる。 

 

（作業部会の設置） 

第７条 協議会には、第２条の具体的実施の検討を行うため、作業部会を設置

する。 

２ 作業部会は、協議会から付託された事項について調査審議し、その結果を

協議会に報告する。 

３ 前項の定めるもののほか、作業部会に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 
（議事） 

第８条 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決するこ

とができない。 

２ 協議会の議事は、委員のうち会議に出席したものの過半数で決し、可否同

数のときは、会長の決するところによる。 

 

（費用の負担） 

第９条 第２条に掲げる事業実施に要する費用については、協議会を構成する

関係者が応分に負担する。 

 

（事務局） 

第１０条 協議会の事務は、石川県及び石川県国民健康保険団体連合会が処理

する。 

２ 事務局に関し必要事項は、会長が別に定める。 

 

（その他） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、

会長が別に定める。 

 
附 則 

この規程は、平成１７年６月１３日から施行する。   

附 則 
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この規程は、平成１９年６月１１日から施行し、平成１９年４月１日から適用

する。  

附 則 

この規程は、平成２０年７月７日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２０年１０月３０日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２７年６月１８日から施行し、平成２７年４月１日から

適用する。  

２ 第９条に定める経費については、国から助成を受けられる間については、

当該助成額を控除して得た額とする。 

附 則 

１ この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 第９条に定める経費については、国から受ける助成額を控除して得た額と

する。 

附 則 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成３１年１月２９日から施行する。ただし、第３条第１項

の改正規定及び次項の規定は、同年４月１日から適用する。 

２ 石川県保険者協議会設置運営規程の一部を改正する規程（平成２８年２月

２９日決定）の附則の一部を次のように改正する。 

 附則第２項中「助成を受けられる間については、当該」を「受ける」に改

める。 
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石川県保険者協議会作業部会運営要領 

（目的） 

第１条 石川県保険者協議会規程第７条の規定に基づき、石川県保険者協議会作業

部会（以下「作業部会」という）を設置し、石川県保険者協議会（以下｢協議会｣

という。）から付託された事項について調査・審議することにより、協議会の円

滑な運営に寄与することを目的とする。 

（任務） 

第２条 作業部会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について検討を

行う。 

（１）石川県内における医療費の調査、分析、評価に関すること。

（２）各保険者の保健事業の共同実施に関すること。

（３）各保険者の独自保健事業についての調査及び情報交換に関すること。

（４）その他目的達成に必要な事項に関すること。

（構成） 

第３条 作業部会は、石川県内の次の区分からの推薦による委員若干名をもって構

成する。 

（１） 健康保険組合関係者

（２） 全国健康保険協会関係者

（３） 国民健康保険関係者

（４） 共済組合関係者

（５） 後期高齢者医療広域連合関係者

（６） 石川県関係者

２ 作業部会は、必要に応じて関係者の参画及び助言を求めることができる。

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合は、第３条に掲げている区分の組織が推薦書を提出し、

推薦された委員が従前の職務を行い、任期は前任者の残任期間とする。 

（運営） 

第５条 作業部会には、部会長１名、副部会長１名を置くこととし、部会委員の中

から互選する。 

２ 会議は、必要に応じて協議会会長が召集し、部会長がその座長となる。 

３ 部会長に事故あるときは、副部会長がその職務を代理する。 
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４ 部会長、副部会長が任期途中で退職又は辞任した場合は、互選に関わらず後任

者が従前の職務を行うものとする。また、任期が満了した場合は、後任者が就任

するまでは、任期が満了したと同時に退職した者以外については、前任者が従前

の職務を行うものとする。 

 

（費用の負担） 

第６条 作業部会の運営等に要する経費については、作業部会を構成する関係者が

応分に負担する。 

 

（事務の処理） 

第７条 作業部会の事務は、石川県及び石川県国民健康保険団体連合会が処理する。 

 

（その他） 

第８条 この要領に定めるもののほか、作業部会の運営に必要な事項は、協議会会

長が別に定める。 

 

 

附  則 

この要領は、平成１７年６月１３日から施行する。 

附  則 

この要領は、平成１９年６月１１日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。   

附  則 

この要領は、平成２０年７月７日から施行する。   

附  則 

この要領は、平成２０年１０月３０日から施行する。   

附  則 

この要領は、平成２５年４月１日から施行する。   

附  則 

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

附  則 

この要領は、平成３１年１月２９日から施行する。 
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（１）令和４年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（精算案）
資料１

　歳　 入 　歳　 出

予算現額
収入済額
（見込）

予算現額と収入済額と
の 比 較 予算現額

支出済額
（見込）

不用額
予算現額と支出済額と
の 比 較

円 円 円 円 円 円 円

1 国庫支出金 954,000 954,000 0 １総 務 費 361,000 327,964 33,036 33,036

1 国庫補助金 954,000 954,000 0 １総務管理費 361,000 327,964 33,036 33,036

2 負 担 金 987,000 704,726 △ 282,274 ２ 事 業 費 1,582,000 1,067,762 514,238 514,238

1 負 担 金 987,000 704,726 △ 282,274 １事 業 費 1,582,000 1,067,762 514,238 514,238

3 繰 越 金 263,000 262,977 △ 23 ３ 諸 支 出 金 262,000 262,000 0 0

1 繰 越 金 263,000 262,977 △ 23 １諸 支 出 金 262,000 262,000 0 0

4 諸 収 入 2,000 20 △ 1,980 4 予 備 費 2,000 0 2,000 2,000

1 諸 収 入 2,000 20 △ 1,980 １予 備 費 2,000 0 2,000 2,000

5 借 入 金 1,000 0 △ 1,000 2,207,000 1,657,726 549,274 549,274

1 借 入 金 1,000 0 △ 1,000

2,207,000 1,921,723 △ 285,277

次年度繰越金（見込）について 負担金（見込）について

収入済額（見込）　　-   　支出済額(見込)  歳出合計（見込）①   -

-　

 総事業経費（見込）   -

歳 出 合 計

令和４年度石川県保険者協議会歳入歳出決算書（見込）

款 項 款 項

1,921,723円 1,657,726円 263,997円=

  704,726円

国庫返還金（見込）

263,000円 　　1,395,726円 　   - 691,000円 =

実質の国庫補助金（見込）

次年度繰越金（見込） 前年度国庫返還金（見込）②

262,000円 ②　　1,657,726円 ①   -

歳 入 合 計

= =

=

総事業経費（見込）③

1,395,726円

= 負担金（見込）④

１

2

4
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事項別明細書

（歳入）

金　　額

円 円 円 円 円 円

1 国庫支出金 954,000 0 954,000 954,000 954,000

1 国庫補助金 954,000 0 954,000 954,000 954,000

954,000 0 954,000 954,000 954,000

1 高齢者医療制度円滑
運営事業費補助金 954,000 954,000 954,000

高齢者医療制度円滑運営事業費補助金

2 負 担 金 987,000 0 987,000 704,726 704,726

1 負 担 金 987,000 0 987,000 704,726 704,726

1 負 担 金 987,000 0 987,000 704,726 704,726

1 負 担 金 987,000 704,726 704,726

3 繰 越 金 263,000 0 263,000 262,977 262,977

1 繰 越 金 263,000 0 263,000 262,977 262,977

1 繰 越 金 263,000 0 263,000 262,977 262,977

1 繰 越 金 263,000 262,977 262,977 前年度繰越金

4 諸 収 入 2,000 0 2,000 20 20

1 諸 収 入 2,000 0 2,000 20 20

1 預 金 利 子 1,000 0 1,000 20 20

1 預 金 利 子 1,000 20 20 歳計現金預金利子

2 雑 入 1,000 0 1,000 0 0

1 雑 入 1,000 0 0

5 借 入 金 1,000 0 1,000 0 0

1 借 入 金 1,000 0 1,000 0 0

1 借 入 金 1,000 0 1,000 0 0

1 借 入 金 1,000 0 0

2,207,000 0 2,207,000 1,921,723 1,921,723

款 項 目

予 算 現 額

調定額
（見込）

備 考
当初予算額 補正予算額 計

節

区　　分

収入済額
（見込）

1 高齢者医療
制度円滑運
営事業費補
助金

保険者等負担金
 健康保険組合 27,787円
 全国健康保険協会 337,779円
 共済組合 42,272円
 国民健康保険 164,440円
 石川県後期高齢者医療広域連合 132,448円

歳　　入　　合　　計

2



（歳出）

金　　額
円 円 円 円 円 円

1 総 務 費 361,000 0 361,000 327,964 33,036

1 総 務 管 理 費 361,000 0 361,000 327,964 33,036

1 一 般 管 理 費 361,000 0 361,000 327,964 33,036

保険者協議会 194,103
作業部会 61,620

消耗品費 3,380
事務連絡費 11,650
電話料 672
郵便料 3,444
手数料 550
会場使用料等 47,660
コピー使用料 4,885

2 事 業 費 1,582,000 0 1,582,000 1,067,762 514,238

1 事 業 費 1,582,000 0 1,582,000 1,067,762 514,238

1 調 査 研 究 費 1,582,000 0 1,582,000 1,067,762 514,238

データヘルス等推進支援事業 320,423
特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発 40,052
特定健診等の円滑な実施（被用者保険集合契約の締結） 41,593
特定健診・特定保健指導従事者研修会 127,861
データヘルス等推進支援事業 181,500

データヘルス等推進支援事業 62,830

消耗品費 6,650
事務連絡費 1,900
郵便料 168
通信運搬費 30,205
ポスター作成委託料 96,800
ホームページ委託費 71,500
会場使用料等 48,760
コピー使用料 37,520

3 諸 支 出 金 262,000 0 262,000 262,000 0

1 諸 支 出 金 262,000 0 262,000 262,000 0

1 諸 支 出 金 262,000 0 262,000 262,000 0

1 返 還 金 262,000 262,000 0 国庫返還金 262,000

4 予 備 費 2,000 0 2,000 0 2,000

1 予 備 費 2,000 0 2,000 0 2,000

1 予 備 費 2,000 0 2,000 0 2,000

2,207,000 0 2,207,000 1,657,726 549,274

款 項 目
予　 　算　 　現　 　額

支出済額
（見込）

備　 　考
当初予算額 補正予算額 計

節
区　　分

不用額

9 旅 費 12,000 0 12,000

2 人 件 費 256,000 255,723 277

12 役 務 費 6,000 4,666 1,334

11 需 用 費 21,000 15,030 5,970

2 人 件 費 532,000 529,929 2,071

14
使 用 料 及 び
賃 借 料

66,000 52,545 13,455

9 旅 費 188,000 62,830 125,170

8 報 償 費 364,000 181,500 182,500

12 役 務 費 51,000 30,373 20,627

11 需 用 費 45,000 8,550 36,450

歳　　出　　合　　計

13 委 託 料 197,000 168,300 28,700

14
使 用 料 及 び
賃 借 料

205,000 86,280 118,720
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（１）令和４年度負担金精算額（見込）

円

円

円

（２）国民健康保険　保険者別負担金精算額（見込）

令和４年度石川県保険者協議会事業費負担金精算額（見込）

① 負担金額（見込） 704,726

② 既納負担金額 1,944,000

③ 精算額（見込）

① 負担金額（見込）
－

② 既納負担金額
＝

③ 精算額（見込）

704,726 円 1,944,000 円 -1,239,274

-1,239,274

参考：被保険者数（被扶養者含む）※

円 円 円 人

円

医療保険者名 Ａ　令和４年度負担金額（見込） Ｂ　令和４年度既納負担金額
Ｃ　精算額（見込）

Ａ－Ｂ

④ 各構成保険者負担金精算額（見込）

全国健康保険協会石川支部 337,779 931,771 -593,992 441,133

健康保険組合連合会石川連合会 27,787 76,650 -48,863 36,289

石川県国民健康保険 164,440 453,612 -289,172 214,756

共済組合保険 42,272 116,607 -74,335 55,206

合　　計 704,726 1,944,000 -1,239,274 920,358

石川県後期高齢者医療広域連合 132,448 365,360 -232,912 172,974

※ 被保険者数（被扶養者含む）は令和３年１１月末現在の人数である。

保険者名 Ａ　令和４年度負担金額（見込） Ｂ　令和４年度既納負担金額
Ｃ　精算額（見込）

Ａ－Ｂ
参考：被保険者数（被扶養者含

む）※

円 円 円 人

小松市 14,303 39,456 -25,153 18,680

金沢市 63,244 174,461 -111,217 82,596

加賀市 10,490 28,937 -18,447 13,700

七尾市 8,197 22,611 -14,414 10,705

珠洲市 2,602 7,177 -4,575 3,398

輪島市 5,270 14,536 -9,266 6,882

かほく市 4,716 13,009 -8,293 6,159

羽咋市 3,340 9,214 -5,874 4,362

能美市 6,636 18,307 -11,671 8,667

白山市 15,686 43,271 -27,585 20,486

川北町 711 1,962 -1,251 929

野々市市 6,470 17,848 -11,378 8,450

内灘町 3,662 10,103 -6,441 4,783

津幡町 4,776 13,174 -8,398 6,237

宝達志水町 2,009 5,540 -3,531 2,623

志賀町 3,376 9,313 -5,937 4,409

穴水町 1,395 3,849 -2,454 1,822

中能登町 2,680 7,393 -4,713 3,500

医師国保 1,787 4,928 -3,141 2,333

能登町 3,090 8,523 -5,433 4,035

合計 164,440 453,612 -289,172 214,756

※ 被保険者数（被扶養者含む）は令和３年１１月末現在の人数である。
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（３）総経費（見込）

円 1 円 円 円
（内　訳）

円
円
円
円
円

2 円 円 円
（内　訳）

円
円
円
円

円 円

円 1 円 円 円

円
（内　訳）

円
円
円
円
円
円
円

円
（内　訳）

円
円
円
円

2 円 円 円
（内　訳）

円
円
円

3 円 円 円
（内　訳）

円
円

4 円 円 円
（内　訳）

円

円 円
円 円 円

円 円

※国庫補助率：事務連絡費を除いた額の１／２

款 金額 内訳 国庫補助金
国庫補助金を除い
た負担金額

134,688

人件費 194,103
消耗品費 2,730

①総務費 327,964 保険者協議会の開催 257,726 123,038

事務連絡費 11,650
役務費 4,498
使用料及び賃借料 44,745

作業部会の開催 70,238 35,119 35,119

役務費 168
使用料及び賃借料 7,800

158,157

人件費 61,620
消耗品費 650

小　計　

①データヘルス計画学習会 475,023

人件費 255,722
報償費 90,000

169,807

②事業費 1,067,762 データヘルス等推進事業 672,456 335,278 337,178

役務費 12,789
使用料及び賃借料 86,280

②生活習慣病重症化予防推進事業 197,433

旅費 21,682
消耗品費 6,650
事務連絡費 1,900

特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発 154,352

人件費 64,701
報償費 91,500
旅費 41,148
役務費 84

特定健診等の円滑な実施（被用者保険集合契約の締結）113,093 56,546 56,547

77,176 77,176

人件費 40,052
ポスター作成委託料 96,800
役務費 17,500

特定健診・特定保健指導従事者研修会 127,861

人件費 41,593
ホームページ管理委託料 71,500

63,930 63,931

人件費 127,861

691,000 704,726

532,930 534,832
合　計 1,395,726 691,087 704,639

小　計　

国庫補助金　千円未満切り捨て
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（２）令和５年度石川県保険者協議会歳入歳出予算（案）について 資料２

6



歳　 　入 歳　 　出

令和5年度
当初予算

(案）

令和4年度
当初予算

増減
令和5年度
当初予算

（案）

令和4年度
当初予算

増減

千円 千円 千円 千円 千円 千円

1 国庫支出金 944 954 △ 10 １ 総務費 361 361 0

1 国庫補助金 944 954 △ 10 １ 総務管理費 361 361 0

2 負担金 971 987 △ 16 ２ 事業費 1,555 1,582 △ 27

1 負担金 971 987 △ 16 １ 事業費 1,555 1,582 △ 27

3 繰越金 264 263 1 ３ 諸支出金 263 262 1

1 繰越金 264 263 1 １ 諸支出金 263 262 1

4 諸収入 2 2 0 ４ 予備費 2 2 0

1 諸収入 2 2 0 １ 予備費 2 2 0

5 借入金 1 △ 1 2,181 2,207 △ 26

1 借入金 1 △ 1

2,181 2,207 △ 26

歳　　　出　　　合　　　計

歳　　　入　　　合　　　計

（歳出の主な増減理由について）
　第２款事業費については、特定健診受診等啓発ポスターのデザ
インについて、前年度は全体的な見直しを行ったが、令和５年度は
軽微な変更とすることによる減額。

令 和 ５ 年 度 石 川 県 保 険 者 協 議 会 歳 入 歳 出 予 算 （ 案 ）

款 項 款 項

※令和5年度予算より削除
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金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1 国庫支出金 944 954 △ 10

1 国庫補助金 944 954 △ 10

1 944 954 △ 10

1 944

保険者協議会運営補助金 944

2 負担金 971 987 △ 16

1 負担金 971 987 △ 16

1 負担金 971 987 △ 16

1 負担金 971 各構成保険者負担金 971

3 繰越金 264 263 1

1 繰越金 264 263 1

1 繰越金 264 263 1

1 繰越金 264 国庫補助金返還金 263

前年度繰越金 1

4 諸収入 2 2 0

1 諸収入 2 2 0

1 預金利子 1 1 0

1 預金利子 1 預金利子 1

2 雑入 1 1 0

1 雑入 1 雑入 1

5 借入金 1 0

1 借入金 1 0

1 借入金 1 0

1 借入金 1 借入金 1

2,181 2,207 △ 26

令和５年度石川県保険者協議会　歳入歳出予算事項別明細書

［歳　入]

款 項 目
令和5年度
当初予算

（案）

令和4年度
当初予算

比 較
節

説明
区 分

※令和5年度予算より
削除

高齢者医療制度円滑
運営事業費補助金 高齢者医療制度円滑

運営事業費補助金

歳 入 合 計
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金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1 総務費 361 361 0

1 総務管理費 361 361 0

1 一般管理費 361 361 0

2 人件費 256 保険者協議会・作業部会 256

9 旅費 12 委員等旅費 12

11 需用費 21 消耗品費、事務連絡費 21

12 役務費 6 電話料、郵便料、手数料 6

14 使用料及び賃借料 66 会場等借料 60

コピー使用料 6

2 事業費 1,555 1,582 △ 27

1 事業費 1,555 1,582 △ 27

1 調査研究費 1,555 1,582 △ 27

2 人件費 530 データヘルス等推進支援事業 320

特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発 40

特定健診等の円滑な実施（被用者保険集合契約の締結） 42

特定健診・特定保健指導従事者研修会 128

8 報償費 363 データヘルス等推進支援事業 271

特定健診・特定保健指導従事者研修会 92

9 旅費 187 データヘルス等推進支援事業 136

特定健診・特定保健指導従事者研修会 51

11 需用費 44 消耗品費、事務連絡費、印刷製本費 44

12 役務費 50 郵便料、通信運搬費 50

13 委託料 176 ポスター作成委託費 104

ホームページ委託費 72

14 使用料及び賃借料 205 会場等借料 120

コピー使用料 70

自動車借上げ 15

3 諸支出金 263 262 1

1 諸支出金 263 262 1

1 返還金 263 262 1

1 返還金 263 国庫補助金返還金 263

4 予備費 2 2 0

1 予備費 2 2 0

1 予備費 2 2 0 1 予備費 2 予備費 2

2,181 2,207 △ 26

［歳　出]

款 項 目
令和5年度
当初予算

比 較
節

説明
区分

歳 出 合 計

令和4年度
当初予算
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１　令和５年度負担金（案）

２　令和５年度構成保険者別負担金（案）について

（１）構成保険者別負担金（案）算出方法

（２）構成保険者別負担金（案）

３　負担金の精算について

（１）時期 令和５年度事業が終了、且つ、国庫補助金の受入れ・返還が完了次第、精算する。

（２）方法 構成保険者別負担金（当初）の算出に用いた被保険者数（被扶養者含む）で按分する。

資料３

1,917,000円
× ÷

負担金（案） 構成保険者被保険者数
（被扶養者含む）

全保険者の被保険者数
（被扶養者含む）

（３）令和５年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（案）について

－
３繰越金

＝
負担金（案）

2,181,000円 264,000円 1,917,000円

歳入合計

石川県国民健康保険 203,480 428,437

全国健康保険協会石川支部

構成保険者名
被保険者数

（被扶養者含む）
令和４年１１月末現在

負担金（案）

人 円

石川県後期高齢者医療広域連合 181,815 382,821

合計 910,451 1,917,000

健康保険組合連合会石川連合会 36,930 77,758

共済組合保険 62,407 131,401

425,819 896,583

（注）７ページ「令和５年度石川県保険者協議会歳入歳出予算（案）」の歳入合計より３繰越金を除
　　　いた額

（注）負担金（案）については当該年度の前年度の１１月末現在の被保険者数（被扶養者含む）によ
　　　り按分し算出する。
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国民健康保険保険者別負担金（案）

加賀市 12,761 26,869

負担金（案）

金沢市 79,271 166,909

七尾市 10,110 21,287

保険者名
被保険者数

（被扶養者含む）
令和４年１１月末現在

人 円

輪島市 6,377 13,427

珠洲市 3,106 6,540

小松市 17,509 36,866

白山市 19,220 40,469

能美市 8,300 17,476

羽咋市 4,061 8,551

かほく市 5,789 12,189

1,788

合計 203,480 428,437

能登町 3,725 7,843

医師国保 2,273 4,786

津幡町

中能登町 3,216 6,771

穴水町 1,708 3,596

志賀町 4,073 8,576

宝達志水町 2,442 5,142

6,056 12,751

内灘町 4,587 9,658

野々市市 8,047 16,943

川北町 849
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資料４ 

（４）令和５年度作業部会への付託事項（案）について

① 特定健診受診等啓発ポスター作成について（資料４－１）  

特定健診受診啓発という目的は継続し、新たなテーマの検討 

※特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発事業として

国庫補助を申請しているため。

≪参考≫ 

平成２７年度から令和３年度まで北陸新幹線と男性をモチーフに作成 

令和４年度はこれまでの図柄を全面的に変更。 

ポスターの背景に全保険者のキャラクターまたは市町の章、社章を並べる 

② 重症化予防による生活習慣病対策推進事業について（資料４－２） 

保険者の選定方法、事業の実施内容

≪参考≫保険者の選定方法 

これまで申し込みのあった各医療圏から１保険者ずつ選定すること

とし、実施していない保険者を優先した。 

平成２７・２８年度：北陸鉄道健康保険組合 

平成２９年度：小松市、内灘町、志賀町 

平成３０年度：羽咋市、能美市、宝達志水町 

令和 元 年度：小松市、野々市市、津幡町、宝達志水町 

令和 ２ 年度：珠洲市、白山市、能美市、内灘町 

令和 ３ 年度：北陸鉄道健康保険組合、能美市 

令和 ４ 年度：能美市、津幡町、志賀町 

※令和元年度及び令和２年度については講師の日程調整

により申し込みされた４保険者について事業を実施した。 

③ 石川県内における健診データ等の分析について（資料４－３） 

○把握、提供可能なデータ、データ収集時期の検討

○データの精度を上げる（医療費情報の疾病分類について）

【継続】 

【継続】 

【継続】 
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資料４－１ 

部 数 備　考

健康保険組合連合会石川連合会等 16
健保連石川連合会　5部（予備含）
健康保険組合　11組合×1部

全国健康保険協会石川支部 20 要求部数に応じ配布

共済組合保険 12 4組合×3部

石川県内市町国保 57 19市町国保×3部 

石川県医師国保組合 3

石川県後期高齢者医療広域連合 3

石川県健康福祉部健康推進課 3

石川県医師会 280
郡市医師会（金沢市医師会除く）
256機関＋予備24

金沢市医師会 210 金沢市内医療機関　194機関＋予備16

石川県薬剤師会 500

加賀支部　 　30機関
小松・能美支部　　67機関
白山・野々市支部　70機関
金沢支部　  　　204機関
河北支部　 　28機関
羽咋支部　 　14機関
七尾・鹿島支部　　26機関
輪島支部　  8機関
鳳珠支部　 　13機関
珠洲支部　  1機関
※上記10支部に予備各2部

本部予備19

石川県商工会連合会 21

石川県スーパーマーケット連絡協議会 103 13社（加盟店舗）

石川県公衆浴場業生活衛生同業組合 40 52社（加盟店舗）

その他（国保連合会内掲示） 4

1,272

78

1,350総数

配布先

配付枚数計

予備

13



金沢市 七尾市

川北町

小松市
カブッキー

白山市
ゆきママとしずくちゃん

かほく市
にゃんたろう

津幡町
よしなかくん

内灘町
ウッチーとナディ 志賀町

西能登あかり

中能登町
おりひめ

穴水町 能登町
のっとりん

宝達志水町
ほっぴーさん

能美市
ひぽ能ん、ぽぽ能ん、ゆず美ん 野々市市

のっティ

羽咋市

輪島市
カモっぴ

珠洲市
みつけたろう

加賀市
健診カモンくん

石川県
医師国民健康
保険組合

公立学校
共済組合
石川支部

警察
共済組合
石川県支部

石川県
市町村職員
共済組合

地方職員
共済組合
石川県支部

石川県
後期高齢者医療
広域連合

全国健康保険協会 石川支部

糖
尿
病・高
血
圧
等
で
治
療
中
の
方
も

特
定
健
診・後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

石川県保険者協議会
保険者協議会は、健保組合、協会けんぽ、共済組合、市町村国保、国保組合、後期高齢者医療広域連合が連携・協力し、

生活習慣病予防のための保健事業を効果的に実施することを目的に設置されました。

けんしんくん
石川県

メ
タ
ボ
増
加
中！

14
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（
保

健
指

導
同

行
者

）
 

糖
尿

病
の

運
動

療
法

に
つ

い
て

、
ど

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
行

う
こ

と
が

一
番

効
果

的
か

と
い

う
話

が
印

象
に

残

っ
た

。
体

内
で

の
代

謝
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

正
し

く
理

解
し

、
住

民
の

方
に

伝
わ

る
よ

う
に

簡
単

に
説

明
す

る
こ

と
で

、
住

民
の

方
が
“
自

ら
気

づ
く
”
保
健

指
導

に
つ

な
が

る
と
感

じ
た

。
説

明
を

聞
き

な
が
ら

、
今

ま
で

の
自

分
の

保
健

指
導

は
ど

う
だ

っ
た

か
と

振
り

返
り

、
用

意
し

た
資

料
を

順
番

に
並

べ
な

が
ら

ひ
た

す
ら

説
明

し
て

い
た

こ
と

を
思

い
返

し
た

。
事

前
に
健

診
結

果
を

読
み

取
っ

て
、
準

備
を

し
て

い
く

こ
と

は
大
切

だ
が

、
そ

れ
だ

け
で

な
く

、
相

手
の

反
応

を
見

な
が
ら

そ
の

都
度

対
応

し
て

い
く
力

が
必

要
と

感
じ

た
。

 

ま
た

、
講

師
の

話
を

聞
き

、
わ
か

ら
な
い

こ
と

を
宿

題
に

す
る

と
言
い

、
次

の
訪

問
に

つ
な

げ
る
と

い
う

方
法

を
参

考
に

し
た

い
。

今
ま

で
は

ど
ん

な
こ

と
を

質
問

さ
れ

る
の

か
、

答
え

ら
れ

な
か

っ
た

ら
と

不
安

に
な

っ
て

い
た

が
、

そ
れ

を
素

直
に

伝
え

る
こ

と
が

大
切

だ
と

感
じ

た
。

住
民

と
の

面
談

の
機

会
を

一
度

で
終

わ
ら

せ
る

こ
と

な
く

、
何

度
で

も
つ

な
げ

て
い
け

る
よ

う
に

、
い

ろ
い

ろ
な
工

夫
を

考
え

た
い

。
 

普
段

は
高

齢
者

と
接

す
る

こ
と

が
多

く
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
に

時
間

を
費

や
し

て
し

ま
う

こ
と

が
ほ

と

ん
ど

だ
が

、
健

診
結

果
を

確
認

し
、
保

健
指

導
を

行
う

時
間

を
少
し

で
も

増
や

し
て

い
き

た
い
。
高
齢

者
は

多
剤

服
用

が
ほ

と
ん

ど
で

基
礎

疾
患

も
い

く
つ

も
抱

え
て

い
る

こ
と

が
多

く
、

重
症

化
を

予
防

す
る

た
め

に
も

今
ま

で
以

上
に

意
識

し
て

い
き

た
い

と
感

じ
た

。
今

ま
で

は
疾

患
毎

に
着

目
し

て
行

っ
て

い
る

学
習

会
も

今
後

は
事

例
検

討
に

な
り

よ
り

実
践

に
近

づ
い
た

も
の

に
な

る
と

思
う

た
め
、
月
に

一
度

の
学

習
会

の
機
会

を
大

切
に

し
、

少
し

で
も

多
く

の
知

識
を

身
に

つ
け
て

い
き

た
い

。
 

（
保

健
指

導
同

行
者

）
 

今
回
、
講
師

の
保

健
指

導
計
画

の
立
て

方
、
訪

問
時

の
様
子

等
に
つ

い
て

お
話

を
聞

き
、
訪
問

時
の

相
手

の
発

言
な

ど
か

ら
、
ど

う
伝

え
れ
ば

よ
い
の

か
を

瞬
時

に
考

え
、
絵
に

描
い

て
メ

カ
ニ

ズ
ム
を

説
明
し

た
と

聞
き
、
教

材
で

伝
え

る
だ

け
が

指
導

で
は

な
い
の

だ
と

思
っ

た
。
ま
た

、
一
度

で
伝

え
よ

う
と

し
が

ち
だ
が

、「
わ

か
ら

な

い
の

で
、
次

回
の

宿
題

に
し
ま

す
ね
」
と

伝
え
、
１
回

で
終
わ

ら
せ
ず

次
回

に
つ

な
げ

る
こ

と
も
指

導
に

お
い

て

大
切

だ
と

学
ん

だ
。

 

事
前

の
健

診
結

果
の

読
み

取
り

に
お

い
て

は
、

高
い

低
い

で
読

み
取

り
が

ち
だ

が
、

デ
ー

タ
を

繋
げ

て
読

み

取
る

こ
と

が
大

事
で

あ
り

、
な

ぜ
食

事
が

大
事

な
の

か
、

運
動

す
る

の
か

を
相

手
が

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
伝

え
る

話
術

を
身

に
つ

け
て

い
く

こ
と
が

必
要

で
あ

り
、
そ
の

た
め
に

は
指

導
の

積
み

重
ね

が
大
事

だ
と

感
じ

た
。 

講
師
が

47
歳

か
ら

学
ん

だ
と
い

う
言
葉

を
聞

き
、
ベ
テ

ラ
ン

、
中

堅
と
言

わ
れ

る
年

齢
だ

が
、
保

健
指

導
の

原
理

・
原

則
の

基
本

に
立

ち
返

り
、
学

習
を

重
ね

て
い

き
た

い
と
思

っ
た

。
 

市
町

国
保

Ａ
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（
保

健
指

導
同

行
者

）
 

糖
の

流
れ

に
つ

い
て

、
講

師
よ

り
教
え

て
い

た
だ

い
た

メ
カ

ニ
ズ
ム

を
翌

日
の

保
健

指
導

で
若

手
の

保
健

師
が

早
速
、
町
民

の
方

に
伝

え
て

い
る
様

子
が

見
ら

れ

た
。（

朝
は
起

き
て

か
ら

１
時
間

以
内
に

食
事

す
る

こ
と

な
ど

）
自
分

も
、
か
ら

だ

ノ
ー

ト
を

使
い

な
が

ら
、
糖
の

流
れ
に

つ
い

て
説

明
を

行
っ

た
。
聞
く

と
、
朝

起

き
て

か
ら

夫
の

起
床

時
間

に
合

わ
せ
朝

食
を

と
る

方
で

、
朝

食
ま
で

の
時

間
が

1

時
間

以
上

空
い

て
い

て
、
お
腹

が
す
く

間
、
黒
砂

糖
の

飴
を

な
め
て

い
る

と
の

こ

と
だ

っ
た

。
朝

か
ら

血
糖

が
上

が
り
っ

ぱ
な

し
に

な
っ

て
い

る
の
だ

と
い

う
こ

と

が
わ

か
り

、
お

伝
え

す
る

と
、
「

あ
ら

そ
う

な
ん

や
ね

。
そ

し
た

ら
飴

な
め

ん
と

（
夫

よ
り

）
先

に
食

べ
た

方
が

い
い
ね

。」
と
返

答
が

あ
っ
た

。
指
導

の
中

で
、
食

事
の

時
間

や
内

容
を

聞
く

際
、
寝

る
時

間
帯

を
気

に
す

る
こ

と
は
あ

っ
て

も
、
朝

の
起

床
時

間
と

朝
食

の
時

間
が

、
血
糖

上
昇

と
結

び
つ

く
こ

と
の
把

握
が

抜
け

て

い
た

こ
と

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
、
町

の
課

題
で

あ
る

糖
尿

病
対
策

の
一

つ
と

し

て
活

用
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
し
た

。
 

今
回
、
担
当

部
署

だ
け

で
は
な

く
、
地
区

担
当

と
し

て
課
内

の
保
健

師
、
管

理

栄
養

士
が

ほ
ぼ

全
員

参
加

で
き

、
研
修

の
間

も
み

ん
な

が
わ

か
ら
な

い
こ

と
を

講

師
に

積
極

的
に

質
問

し
て

い
る

様
子
が

見
ら

れ
、
保
健

指
導

を
す
る

際
の

意
識

付

け
に

な
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

感
じ
た

。
ま

た
み

ん
な

で
共

有
し
、
学
習

会
に

お

い
て

も
確

認
し

あ
う

こ
と

を
継

続
し
て

い
き

た
い

。
 

（
保

健
指

導
同

行
者

）
 

講
師

の
お

話
を

聞
き
、
自
分
は

糖
代
謝

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
全

然
理
解

し
な

い
ま

ま
保

健
指

導
を

し
て

い
た

こ
と

に
気
が

付
い

た
。
な

ぜ
か
と

い
う
理

由
の

部
分

を

丁
寧

に
伝

え
る

こ
と

で
住

民
さ

ん
自
身

が
体

に
つ

い
て

理
解

し
、
体
を

大
切

に
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
思

っ
て

も
ら
え

る
と

学
ん

だ
。
 

実
際

に
、
保

健
指

導
で

肝
臓
の

イ
ラ
ス

ト
を

使
い

糖
代

謝
に

つ
い
て

説
明

す
る

と
、
今
ま

で
の

住
民

さ
ん

の
反

応
と
は

全
く

違
い

、
住

民
さ

ん
の
方

か
ら

聞
か

な

く
て

も
食

事
や

運
動

の
お

話
を

た
く
さ

ん
し

て
く

だ
さ

り
、
ま

た
、
食

べ
方

の
工

夫
や

運
動

に
つ

い
て

も
実

践
し

た
い
と

メ
モ

を
と

る
方

も
お

り
、
こ
ち

ら
の

伝
え

方
で

住
民

の
意

識
も

変
わ

っ
て

く
る
と

実
感

し
た

。
 

今
回

は
糖

代
謝

の
お

話
が

中
心

だ
っ
た

が
、
そ

の
他

の
お
話

も
ぜ
ひ

お
聞

き
し

た
い

。
 

市
町

国
保
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（
保

健
指

導
同

行
者

）
 

今
回
、
自
分

の
担

当
し

て
い
る

方
に
初

め
て

リ
ブ

レ
を

活
用

し
た
。
指

定
さ

れ
た

様
式

で
対

象
者

に
食

事
記

録
や

血
糖
値

の
記

録
を

し
て

も
ら

っ
た
が

、
そ

の
様

式
が

使
い

に
く

い
、
わ
か

り
づ

ら
い

、
と
い

う
こ

と
は

気
づ

け
な

か
っ
た

。
対

象
者
に

2

週
間

も
記

録
し

て
い

た
だ

き
、
か
つ

自
分

で
指

導
を

す
る
に

も
か
か

わ
ら

ず
、
気

づ

け
な

か
っ

た
点

に
反

省
を

し
、
睡

眠
と
食

事
を

含
む

生
活

リ
ズ

ム
と
血

糖
値

の
変

動

を
あ

わ
せ

て
確

認
す

る
こ

と
が

、
リ

ブ
レ

の
目

的
と

し
て

大
切

だ
と

再
確

認
で

き

た
。

 

訪
問

に
同

行
し
、
本
人

の
興
味

の
あ
る

こ
と

な
ど
、
そ
の
言

葉
を
拾

っ
て

説
明

に

つ
な

が
っ

て
い

る
の

が
印

象
的

だ
っ
た

。
対

象
者

さ
ん

は
「

食
後
に

運
動

を
す

る
」

こ
と

で
血

糖
値

の
低

下
を

見
込

め
る
と

認
識

し
、
食

後
に
運

動
を
し

て
い

た
が
、
食

後
に

運
動

を
す

る
意

味
に

加
え

、
運
動

の
内

容
に

よ
り

ど
の
よ

う
な
効

果
が

あ
る

の

か
な

ど
説

明
し
、
私
は

そ
こ
ま

で
の
説

明
を

し
た

こ
と

が
な

か
っ
た

と
思

っ
た
。
対

象
者

が
飲

ん
で

い
る

薬
が

、
実
際

に
ど
の

よ
う

な
役

割
が

あ
る

の
か
説

明
さ

れ
て

い

た
こ

と
も

印
象

的
で
、
私
は
で

き
る
だ

け
簡

単
に

説
明

し
よ

う
、
と
心

掛
け

て
い

た

が
、
”

簡
単

に
説

明
＝
対

象
者
さ

ん
が
イ

メ
ー
ジ

し
や

す
く
わ

か
り
や

す
い
説

明
”

で
は

な
か

っ
た

と
感

じ
た

。
講

師
か
ら
「
対

象
者

さ
ん

は
、
本

当
の
と

こ
ろ

を
知

り

た
い

ん
だ

よ
」
と

教
え

て
い
た

だ
き
、
当

た
り

前
の

こ
と
を

私
は
軽

視
し

て
し

ま
っ

て
い

た
よ

う
な

気
が

し
た

。
 

食
事

指
導

に
関

し
て

も
、
栄
養

士
任
せ

に
な

っ
て

い
た

部
分

が
あ
っ

た
の

で
、
よ

り
勉

強
し

具
体

的
に

お
伝

え
で

き
る
よ

う
に

な
ろ

う
と

思
っ

た
。
 

（
保

健
指

導
同

行
者

）
 

講
師

の
わ

か
り

や
す

く
体

・
検

査
デ
ー

タ
・

生
活

が
つ

な
が

っ
て
い

く
保

健
指

導
を

目
の

当
た
り

に
す

る
こ

と
が

で
き

、
自
分

も
早

く
資

料
（

糖
の

な
が
れ

に
つ

い
て

考
え

て
み

ま
し

た
。

薬
の

作
用

に
つ

い
て

考
え

て
み
ま

し
た

）
を

使
っ

て
住

民
に
体

を
大

事
に

思
っ

て
ほ

し
い
と

感
じ

た
。

ま
た

、
住

民
の
価

値
観

に
寄

り
添

う
（

お
薬
減

ら
し

た
い

で
す

よ
ね

）
、
本

人

を
問

い
詰

め
な

い
（

遺
伝

な
ん

で
す
。

食
事

な
ど

す
ぐ

指
導

し
な
い

）、
本
人

の
思

い
に
応

え
る
（

２
食

で
栄

養
が

足
り

て
い
れ
ば

O
K
（

否
定

し
な

い
）。

具
体

的
に

数
字

で
伝
え

る
。
本

人
が

低
血

糖
を

心
配

し
て

い
る

→
低
血

糖
が

怖
い

理
由

と
機

序
を
伝

え
る

。
食

事
を

と
ら

な
い
と

イ
ン

ス
リ

ン
が

出
な

い
ど
こ

ろ
か

、
遅

れ
て

出
た

イ
ン
ス

リ
ン

に
よ

っ
て

油
に

な
る
）
、

す
べ

て
シ

ナ
リ

オ
が

ス
ム

ー
ズ

に
つ
な

が
っ

て
い

く
の

で
、

住
民
も

自
分

の
体

の
こ

と
を

一
生
懸

命
考

え
て

い
る

反
応

。
こ
の

時
間

が
あ

る
と

「
ま

た
話
を

聞
い

て
み

た
い

」
と

思
っ
て

も

ら
え

る
し

、
受

診
勧

奨
し

な
く

て
も
健

診
も

受
け

て
も

ら
え

る
。
実

際
に

、
講

師
の

資
料

で
実
践

し
て

み
る

と
、
「
こ
う

い
う
こ

と
で

す
か

？
」
、
「
ど

う
し
た

ら
い

い
？

」
と

聞
い

て
も
ら

え
た

。
情

報
盛

り
だ

く
さ

ん
に

な
り
が

ち
な

の
で

、
作

戦
を

た
て
て

は
反

省
し

て
繰

り
返

し
て
い

き
た

い
。
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